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【科目】流体力学
【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】選択　【学期・単位数】後期・2 単位
【対象学科・専攻】生産システム工学専攻・1 年次
【担当教員】

狩野 正徳

【授業目標・教育方針】
・力学との関係を理解すること。
・渦と循環との関係、渦の代表的な性質を理解し、二次元渦の運動の仕方に関する基本的な問題が解けること。
・二次元ポテンシャル流れとは何か、基本物理量が複素ポテンシャルであることを理解し、特に等角写像を使って基
本的な流れの複素ポテンシャルを求めることができること。
・流体力学の基本分野である完全流体の力学の基本的な考え方を習得すること。

【授業概要】
本講義では次の内容について学ぶ。
・Introduction
・完全流体の基礎式
・流体運動の解析
・二次元ポテンシャル流れ
・渦運動

【教科書・教材・参考書 等】
「流体力学（前編）」（今井 功 著 裳華房）

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
特になし（座学）

【備考】
・事前に行う準備学習
応用物理 I、複素解析で学んだことをもう一度復習しておいて下さい。

【成績評価方法】
［後期］期末試験：70%，レポート：20%，その他：定期試験の成績：70％、課題提出：20％、講義に取り組む姿勢：
10％

【本校の学習・教育目標】
◎ (C) 技術的課題解決のための専門分野の知識を身につける．

【JABEE 評価】
(d) 該当する分野の専門技術に関する知識とそれらを問題解決に応用できる能力 ( 分野別要件 )
工学 ( 複合融合・新領域 ) 分野の分野別基準

(2-a) 専門工学 ( 工学 ( 融合複合・新領域 ) における専門工学の内容は申請大学が規定するものとする ) の知識と能
力

【授業計画】（授業名：流体力学）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回ー第 2 回 Introduction 力学との関係、表現方法、歴史、その他
第 3 回 完全流体の基礎式 Euler の運動方程式、連続の式
第 4 回ー第 8 回 流体運動の解析 定常、非定常、流線、流体の変形と回転、三次元の場

合、Euler の式の積分、循環、Stokes の定理、Kelvin の
循環定理、Biot-Savart の法則

課題、演習

第 9 回ー第 13 回 二次元ポテンシャル流れ 流れ関数、複素ポテンシャル、複素ポテンシャルの
例、Blasius の定理、Kutta-Joukowski の定理、等角写像
の応用、Joukowski 変換

課題、演習

第 14 回 渦運動 渦運動 課題、演習
第 15 回 定期試験
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